６．自動車検査員服務規程

第１条（目的）

この規程は、自動車検査員（以下「検査員」という。）の服務を定めることにより、指定整備業務の適正かつ確実な実施を図ることを目的とする。

第２条（身分）

検査員その他の罰則の適用については、法律により、公務に従事する職員とみなされる。

第３条（職務の公正）

検査員は、検査業務を実施するにあたり、常に公正に行い、いやしくも私情等により歪曲してはならない。

第４条（職務権限）

完成検査についての判定及び指示に係る権限については、社内における組織、及び職位及び就業規則等、社内規定にかかわらず、検査員が有するものとする。

第５条（完成検査の実施方法）

検査員は、完成検査の実施にあたり、指定自動車整備事業規則（以下「指定規則」という。）第８条（別表第２、検査等の基準）により行うものとする。

但し、同一の検査員が同条第２項の基準に基づき点検を行い、その結果保安基準に適合すると認めた部分については、当該部分に係る検査に影響を及ぼす整備がされなかったときは、完成検査において保安基準に適合するものとする。
この場合、同一車両に係わる点検作業及び整備作業を複数の検査員により実施する場合は、別表に定める検査員の作業区分により確実に実施するものとする。
第６条（完成検査の判定基準）

完成検査は、保安基準「自動車検査独立行政法人法」（平成１１年１２月２２日法第２１８号）第１２条第１項に定める審査事務の実施に関する規定により実施するものとする。

第７条（検査員の証明）

検査員は、完成検査の結果、保安基準に適合し、かつ、自動車検査証、限定自動車検査証及び登録識別情報等通知書等の記載事項と当該車両が同一であると認められるときでなければ、保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証（以下「適合証等」という。）に証明をしてはならない。

２．検査員は適合証等に証明する際は、検査員氏名欄に自筆で署名し押印すること。
３．複数の検査員により検査等を実施した場合には、携わった全ての検査員が適合証等に自筆で署名し、押印すること。
第９条（指定整備記録簿の管理）

検査員は、指定整備記録簿の管理を行うとともに、検査書類の非常持出が出来る管理体制をとること。

第１０条（服務）

検査員は、指定整備の検査を公正かつ確実に行うため、次の服務を定める。

（１）検査員は、法第９４条の５第２項の検査を公正、かつ、確実に行うため、当該検査に係る自動車の整備作業については、軽微なものを除きその実務に従事しないこと。
（２）検査員は、検査作業の実務の全過程を自ら行うこと。また、検査の合理化を行う場合は、点検作業及び検査作業の実務の全過程を検査員が行うこと。但し、検査に伴う簡単な作業は、補助者が行っても差し支えない。

（３）検査員は、法第９４条の５第２項の検査を行う際には「自動車検査独立行政法人」道路運送車両法及び審査事務の実施に関する規定等により厳正な検査を行うことともに、自動車登録番号標又は車両番号標及び車体表示について確認を行うこと。

（４）検査員は、当該事業場における整備完了車の検査結果を整備作業に反映させ、検査作業の精度向上等について努力めること。

（５）複数の自動車検査員により検査を実施する場合は、別に定める自動車検査員の作業区分に従い適切に実施することにより、検査漏れが生じないよにすること。

別添１

指定整備記録簿の記載要領について

〔自整第　６７号　平成７年３月27日〕

改正〔自整第２０６号　平成８年11月８日〕

改正〔自技第２３２号　平成10年11月19日〕

改正〔自整第２３２号　平成10年11月19日〕

（略）

記

１．「点検及び整備の概要等」の欄の記載については、指定自動車整備事業規則（以下「規則」という。）第６条第１項各号に掲げる点検の結果、点検の結果必要となった整備の概要及び交換した部品を記載すること。

この場合、当該自動車の点検整備記録簿の写しを記録簿に確実に貼付することをもって、記載に替えることも差し支えないこととする。

２．「自動車検査証、抹消登録証明書又は自動車検査証返納証明書の記載事項との照合」の欄（規則第４号様式にあっては、「自動車検査証又は自動車検査証返納証明書の記載事項との照合」の欄。以下同じ。）については、自動車検査員が自動車の構造に関する検査に加え、規則第7条第２項の規定による自動車検査証の記載事項又は構造等に関する事項と現車との照合を行ったうえで、当該自動車の諸元等を記載すること。

３．「検査機器等による検査」の欄については、検査用機械器具等を用いて行う検査の結果を記載すること。

４．「目視等による検査」の欄については、目視、ハンマ等を用いて行う検査結果を記載すること。

５．道路運送車両法第９４条の５第２項後段の規定により自動車検査員が点検及び検査を行う場合においては、以下のように記載すること。

（１）「点検及び整備の概要等」の欄については、記１．によること。

（２）「自動車検査証、抹消登録証明書又は自動車検査証返納証明書の記載事項との照合」の欄については、自動車検査員が自動車の構造に関する点検に加え、規則第７条第２項の規定による自動車検査証の記載事項又は構造等に関する事項と現車との照合を行ったうえで、当該自動車の諸元等と記載すること。

（３）「検査機器等による検査」の欄については、検査用機械器具等を用いて行う点検の結果を記載すること。また、整備を実施した場合であって、検査用機械器具等を用いて検査したときにあっては、その結果を記載すること。

（４）「目視等による検査」の欄については、規則第６条第１項各号の点検により保安基準適合性が判断されなかった部分についての検査の結果及び整備に係る部分についての検査の結果を含め、各装置に関して目視、ハンマ等により行うものについて総合的に判断し、その結果を記載すること。

６．第２項から第５項（（１）を除く。）について、道路運送車両法第94条の５第２項の点検及び検査を複数の自動車検査員が分担して行った場合には、記録簿にそれぞれ自動車検査員の作業分担及び検査の年月日を記載すること。
別添２
自動車分解整備事業の認証及び指定自動車整備事業の

指定に係る取扱い及び指導要領について（依命通達）

国自整第１４年７月１日

２．要員関係の基準の解釈

（略）
２－５　検査工

検査工は、当該検査に係る自動車の整備作業に直接従事してはならない。ただし、次に掲げる作業を行うことは差し支えない。

	点検するために

不可欠な作業
	・「自動車の点検及び整備に関する手引き」（平成７年運輸省告示第３４２号）に例示してある点検作業の範囲

	点検に付随する

軽微な作業
	・点検のために取り外した部品を再度取り付ける際の清掃及び摺動部への給油脂

・増し締め

	点検と併せて行うことが合理的である軽微な作業又は補充作業
	・シャシ各部への給油脂

・油脂液類の補充（交換は不可）

・点火プラグの交換
・エア・クリーナ・エレメントの交換

・燃料フィルターの交換

・ディストリビュータ・キャップの交換

・バルブ・ヒューズの交換

・ワイパー・ブレード、ゴムの交換

・タイヤの交換（位置交換など）

	点検又は検査時に行うとことが合理的である軽微な調整作業
	・前照灯の照射方向の調整
・アイドリング、ＣＯ・ＨＣに調整

・点火時期の調整

・タイヤの空気圧の調整


